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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月2日(2008.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 段階的燃焼用ガスタービンエンジン燃焼器のための燃料ノズル組立体（５
６）であって、
　１次燃焼領域（１２０）における改良された燃料と空気の混合のために、噴射される燃
料噴霧の周りの流入１次燃焼空気に燃料噴霧を囲む１次同軸旋回領域を形成させる、周方
向に配置された複数の旋回羽根（１３４）を含む包囲型環状通路（１３２）を有する１次
燃料噴射装置（１２２）と、
　前記１次同軸旋回領域の半径方向外方に、旋回する流入２次燃焼空気の２次同軸旋回領
域を形成するための、周方向に間隔をもった、細長い、軸方向に延びる複数の開口部（１
９４）を備えており、前記１次燃料噴射装置（１２２）に対し同軸で、該１次燃料噴射装
置から半径方向外方に間隔をもって配置されて２次燃焼領域（１２４）を形成する環状の
リング（１２８）と、
　円形に配置された複数の２次燃料噴射装置（１２６）を囲み、下流方向に面した端壁（
１８０）と前記２次燃料噴射装置（１２６）から前記２次旋回領域へ燃料を流出させるた
めの、複数の半径方向開口部（１７４）を有する環状の外壁（１７０）とを備えており、
前記環状のリング（１２８）と前記１次燃料噴射装置（１２２）の間に配置された環状の
ハウジング（１６８）と、
を備え、
　前記ハウジング（１６８）は、前記外壁（１７０）の内側に間隔を隔てた同軸の環状の
内壁（１５０）を備え、前記内壁（１５０）は、外方に拡がって前記１次燃料噴射装置（
１２２）下流側に外側ディフューザ領域を形成し、前記端壁（１８０）の軸方向下流側に
間隔を隔てて位置する半径方向外方に延びるフランジ（１５８）で終わって端壁との間に
間隙（２０２）を形成しており、前記端壁（１８０）には、外方に延びる前記フランジ（
１５８）を冷却するための冷却空気を通す、円形に配置され互いに間隔を隔てた複数の冷
却空気穴（１９８、２００）が形成されている、
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ことを特徴とするノズル組立体。
【請求項２】 前記１次燃料噴射装置（１２２）が、燃料を軸方向に噴射するように向け
られていることを特徴とする請求項１に記載の燃料ノズル組立体（５６）。
【請求項３】 前記２次燃料噴射装置（１２６）が、燃料をほぼ半径方向に噴射するよう
に向けられていることを特徴とする請求項１に記載の燃料ノズル組立体（５６）。
【請求項４】 前記端壁（１８０）が、冷却空気孔の単一円形配置列（１９８）を備えて
いることを特徴とする請求項１に記載の燃料ノズル組立体（５６）。
【請求項５】 前記端壁（１８０）が、冷却空気孔の外方円形配置列（２００）と、冷却
空気孔の内方円形配置列（１９８）とを備えていることを特徴とする請求項１に記載の燃
料ノズル組立体（５６）。
【請求項６】 前記燃料ノズル組立体の軸（１０３）に対して下流方向及び外方向に傾斜
して流れる空気噴流を生じさせるように配置された冷却空気孔の最外方円形列（２０４）
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の燃料ノズル組立体（５６）。
【請求項７】 
　前記１次燃料噴射装置（１２２）は、中心軸（１０３）を備え、前記１次燃焼領域（１
２０）に１次燃料噴霧を噴射するように配置され、
　前記２次燃料噴射装置（１２６）は、前記１次空気流（１４２）の半径方向外方にあっ
て前記１次空気流（１４２）を囲む２次空燃焼領域（１２４）に２次燃料噴霧を噴射する
ように前記１次燃料噴射装置（１２２）の半径方向外方に配置され、
　前記燃料ノズル組立体（５６）は更に、前記１次燃料噴射装置（１２２）と前記２次燃
料噴射装置（１２６）との間に配置された１次空気吹出口（２０４）を備え、
　前記１次空気吹出口（２０４）が、前記１次空気流（１４２）に対して傾斜した下流方
向に向けるように、前記１次燃料噴射装置の中心軸（１０３）に対して第１傾斜角度で傾
いている、
ことを特徴とする請求項１に記載の燃料ノズル組立体。
【請求項８】 前記少なくとも１つの空気吹出口（２０２）が、前記１次燃料噴射装置（
１２２）の周りで下流方向に向けてほぼ一様に分布されている、円形に配置された複数の
空気吹出口によって構成されていることを特徴とする請求項６に記載の燃料ノズル組立体
（５６）。
【請求項９】 前記１次燃料噴射装置の中心軸（１０３）に対して第２傾斜角度で前記２
次空気流（１２４）の方向へ流出させる２次空気吹出口（１９８）を備えており、前記第
２傾斜角度は前記第１傾斜角度よりも大きいことを特徴とする請求項６に記載の燃料ノズ
ル組立体（５６）。
【請求項１０】 前記１次空気流（１４２）及び２次空気流（１２４）の各々が、前記１
次空気流（１４２）及び２次空気流（１２４）を旋回させる接線方向の速度成分を含むこ
とを特徴とする請求項６に記載の燃料ノズル組立体（５６）。
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